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た。 ㊨-b C群に比Lm群でLC3-E/I比、 A晦13は低下、 HFD8^群でHFD群に比
し増加を認めた。 LC3- I 、 A唾7、的9、 b血の発鄭こ差は罷めず、 P62SQTMl絃肝D
群で低下を駆めた。 ③16週のⅡFD群でc群と比L F4/80陽性細胞集耕増加を認めHFDKAAB
群で低下を駆めた。 ㊨-aHFD斑剛mM凪群は既存の膚肪肝を改善した。 ㊨-b EFD群に比
L HFD訂Dl.馳瓜群では1皿1、 pAMPK、血1の増加、 pmTO臥Fox曲&の淑少、またuコ3・


























2) HFDにより、弟策応沓シグナルに関わる肝のLKBl、 p-AMPK、 Sirtlの低下が静められたが、
HFOKAARで改替した。
3) HFDにより、オートファジーに関わる肝のLC3-Ⅲ/t比、 Atg13の低下が低められたが、
HFDXAAR -cfife#曙関L
4) HFDを8週間投与後、肝D*MRに切り替えさらに8週間飼育しても、体重増加、耐権能障害、
.′
.インスリン抵抗性および脂肪肝の改善が絡められた。
本輸文は、ケト原性アミノ酸置換食による脂肪肝の故事における栄養応答シグナルやオート
ファジーに関わる分子の変化について新しい知見を与えたものであり、最終群験として輸文内
容に関連した群間を受け合格したので、博士(医学)の学位捨文に催するものと欝められた。
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